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■□■ショートコメント■□■ 

◆チラシによると、本作のストーリーは次のとおりだ。 

 

 

◆そして、チラシには載っていないが、パンフレットによると、その各国から集められた

９人の翻訳家の名前とキャラは次のとおりだ。 

９人の翻訳家 

囚われたベストセラー 
2019年／フランス・ベルギー映画 

配給：ＧＡＧＡ／105分 

2020（令和2）年2月１日鑑賞 シネ・リーブル梅田 

 

★★★ 
監督／脚本：レジス・ロワンサム 

出演：ランベール・ウィルソン／オ

ルガ・キュリレンコ／リッカ

ルド・スカマルチョ／シセ・

バベット・クヌッセン／エド

ゥアルド・ノリエガ／アレッ

クス・ロウザー／アンナ・マ

リア・シュトルム／フレデリ

ック・チョー／マリア・レイ

チ／マノリス・マヴロマタス

キ／サラ・シロドー 
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◆他方、「デダリュス」を取り巻く人々は次の３人だ。 
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◆本作の原題は『THE TRANSLATORS』だが、邦題は『９人の翻訳家 囚われたベスト

セラー』。この邦題を見ると、１２人の陪審員１人１人のキャラクターが興味深い法廷モノ

の古典的名作『十二人の怒れる男』（57 年）を思い出すが、本作もそれと同じように、９

人の翻訳家それぞれのキャラクターをしっかり確認したい。しかし、『十二人の怒れる男』

では、１２人の陪審員たちは究極的に被告人が有罪か無罪かの「評決」を下すという自分

の目的がハッキリしているのに対し、本作では、９人の翻訳家は本来の仕事は全くできな

くなってしまうばかりか、自らの命を危険にさらすヤバイ事態に巻き込まれるので、観客

の興味は『十二人の怒れる男』とは全く違うものになっていく。 

 

◆その結果、チラシには「１０５分、」「あなたは」「騙され続ける。」「真実は、この中にあ

る。」と書かれているが、その通り、私には本作のミステリーはサッパリわからない。チラ

シには、さらに「あなたは、この結末を「誤訳」する。」とも書かれているが、私は誤訳す

ることすらできなかった。いくら何でも、こりゃ難しすぎるのでは！ 

 

◆レジス・ロワンサム監督の長編第一作となった『タイピスト！』（12 年）は、極めて単

純でわかりやすいイモ姉ちゃんの成長物語だった（『シネマ31』114頁）が、脚本も自ら書

いた本作の難解性と複雑性は群を抜いている。その反省のため（？）か本作のパンフレッ

トには、「物語Ⅰ」として「地下室に囚われた翻訳家たち」を載せている他、わざわざ「物

語Ⅱ」として「地獄の終焉と、原稿流出の真相」をまとめたうえ、「真実の相関図」の中で

詳しくその種明かし（？）をしている。さらに、本作は後半からクライマックスにかけて

は、チラリチラリとその種明かし（？）を観客にも見せてくれるので、前半から後半まで

そのスピーディな展開についていけず、全く何の話しかわからなかった私のような観客は、

それをしっかり確認したい。 

 しかし、ここまで観客にサッパリわからないミステリーをスクリーン上で展開して一体

何の意味があるの？私には、そんな疑問が大きく広がったが・・・。 

２０２０（令和２）年２月７日記 

 

 


